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一
．
は
じ
め
に

　

今
昔
物
語
集
（
以
下
、
本
集
と
も
い
う
。）
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
資
料
と

し
て
、
語
学
的
・
文
学
的
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
用
字
研
究
は
、
使
用
基
盤

や
、
用
字
意
識
を
探
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
き
た⑴

。

　

し
か
し
、
大
部
な
資
料
で
あ
る
た
め
か
、
品
詞
ご
と
、
あ
る
い
は
、
語
単
位
で
の
用
字
法

研
究
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

た
だ
、
品
詞
ご
と
に
よ
る
用
字
法
の
検
討
の
み
で
は
、
そ
の
品
詞
で
表
れ
た
特
徴
が
、
そ

の
品
詞
特
有
な
も
の
な
の
か
、
書
記
体
系
全
体
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
個
別
の
同
訓
異
字
語
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

限
り
は
、
同
訓
異
字
語
Ａ
と
同
訓
異
字
語
Ｂ
が
書
記
体
系
全
体
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

例
え
ば
、
稿
者
が
前
稿⑵

で
明
ら
か
に
し
た
、「
ア
フ
」
の
用
字
法
が
持
つ
問
題
は
、
本
集

の
書
記
全
体
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問

い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
中
世
語
の
表
記
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

漢
字
の
表
記
と
語⑶

の
関
係
は
、

①　

ひ
と
つ
の
漢
字
表
記
に
ひ
と
つ
の
語
が
想
定
さ
れ
る
場
合

②　

複
数
の
漢
字
表
記
に
ひ
と
つ
の
語
が
想
定
さ
れ
る
場
合

③　

ひ
と
つ
の
漢
字
表
記
に
複
数
の
語
が
想
定
さ
れ
る
場
合

の
三
項
目
に
分
け
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
右
の
三
項
目
の
う
ち
、
①
②
に
つ
い
て
扱
う
。
一
字
一
字
の
漢
字
が
、
ど
の

よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る⑷

こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
本

集
の
書
記
の
特
徴⑸

が
妥
当
で
あ
る
か
、
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
語
に
同
訓
異
字

語
が
多
い
の
か
を
示
す
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
調
査
を
通
し
て
、
本

集
の
書
記
体
系
に
お
い
て
問
題
と
な
る
語
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
本
集
に
お
け
る
用
字
法
研

究
の
一
助
と
し
た
い
。

　

調
査
対
象
と
し
て
、
本
集
を
設
定
し
た
理
由
は
、
次
の
三
点
に
よ
る
。

一�　

今
昔
物
語
集
は
、
天
竺
部
、
震
旦
部
、
本
朝
仏
法
部
、
本
朝
世
俗
部
か
ら
成
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
資
料
を
出
典
と
し
て
成
立
し
た
説
話
で
あ
る
の
か
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
今
昔
物
語
集
を
用
い
る
こ
と
で
、
出
典
文
献
に
お
け
る
用
字
法
と

の
比
較
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二�　

今
昔
物
語
集
は
、
収
録
説
話
の
性
質
か
ら
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
様
々
な
相
の
表
記
を

取
り
込
ん
だ
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
昔
物
語
集
を
手
が
か
り
と
し
て
、
院
政
・

鎌
倉
時
代
の
表
記
体
系
に
つ
い
て
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三�　

今
昔
物
語
集
の
成
立
と
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る⑹

、
鈴
鹿
本
（
京
都
大

学
図
書
館
蔵
）
が
現
存
し
、
影
印
本
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
容
易
に
調
査
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

な
お
、
調
査
は
、
鈴
鹿
本
を
底
本
と
す
る
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
以
下
、
大
系
本
）
を

対
象
と
し
た
。
今
昔
物
語
集
は
、
漢
字
と
片
仮
名
を
交
用
す
る
表
記
様
式
を
と
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
漢
字
が
ど
の
よ
う
な
語
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
推
定
す
る
作
業
が

重
要
に
な
る
。
大
系
本
は
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
訓
を
基
本
に
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据
え
、
そ
れ
で
処
理
が
つ
か
な
い
場
合
は
中
世
の
古
辞
書
を
用
い
て
、
訓
を
確
定
す
る
作
業

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
集
の
中
に
散
見
す
る
捨
て
仮
名
や
文
脈
上
の
意

味
を
考
慮
し
て
付
訓
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も
有
用
な
注
釈
書
と
し
て
、

研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

調
査
の
範
囲
は
、
鈴
鹿
本
に
現
存
す
る
巻
二
の
第
一
話
か
ら
第
三
十
話
に
収
録
さ
れ
て
い

る
漢
字
の
全
て
と
し
た
。
そ
の
範
囲
で
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
、
延
べ
字
数

一
万
五
千
九
百
一
字
、
異
な
り
字
数
千
五
十
七
字
（「
々
」
を
除
く
。）
で
あ
り
、
考
察
し
、

仮
説
を
提
示
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

字
体
や
捨
て
仮
名
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
鈴
鹿
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
。
ま
た
、『
笠
間

書
院
索
引
叢
刊
12　

今
昔
物
語
集
文
節
索
引
巻
二
』
に
掲
げ
ら
れ
た
音
訓
も
参
考
に
し
た
。

二
．
調
査
結
果

　

本
節
で
は
、
調
査
で
得
ら
れ
た
千
五
十
七
字
（
異
な
り
字
数
）
の
内
、
訓
読
み
す
る
と
推

定
で
き
る
七
五
五
語
に
つ
い
て
、
一
語
に
対
応
す
る
漢
字
表
記
の
数
に
よ
っ
て
、【
表
2.1
】

か
ら
【
表
2.3
】
に
整
理
し
た
。
な
お
、
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
凡
例
】

①
漢
字
の
字
体
は
大
系
本
に
依
拠
し
た
が
、
一
部
、
異
体
字
を
現
行
字
体
に
改
め
た
。

②�

推
定
和
訓
は
大
系
本
に
依
拠
し
た
。
た
だ
し
、『
笠
間
書
院
索
引
叢
刊
12　

今
昔
物
語
集

文
節
索
引
巻
二
』
に
よ
っ
て
和
訓
を
確
定
し
た
例
も
あ
る
。
そ
の
例
に
は
、
＊
と
し
た
。

③
同
一
漢
字
表
記
の
な
か
で
、
語
幹
が
同
じ
語
は
一
語
と
し
た
。

（
例
）
シ
カ
ラ
バ
・
シ
カ
レ
バ

→�

こ
の
二
語
は
、「
然
」
に
助
詞
「
バ
」
が
接
続
し
た
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
然
」
の
和

訓
と
し
て
は
一
つ
と
し
た
。

④�

語
形
・
語
幹
が
同
じ
で
も
、
品
詞
が
違
う
と
認
め
ら
れ
る
語
は
、
別
語
と
し
た
。
同
一
語

形
の
場
合
は
、
語
の
後
に
品
詞
を
記
載
す
る
。

⑤�

品
詞
の
確
定
は
、
日
本
国
語
大
辞
典
（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ス
版
）
を
中
心
に
稿
者

が
行
っ
た
。

⑥�

一
漢
字
で
自
動
詞
と
他
動
詞
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
両
語
と
も
掲
載
し
、
自
他
の
別
と

活
用
の
種
類
を
記
載
し
た
。

⑦
用
言
の
用
例
は
終
止
形
に
し
、
収
録
し
た
。

⑧
鈴
鹿
本
に
付
さ
れ
た
仮
名
の
う
ち
、
ハ
行
転
呼
し
た
例
は
、
も
と
の
形
に
改
め
て
掲
載
す
る
。

（
例
）
飢
ヘ
（
巻
二
第
二
十
七
話
）

→
こ
の
例
は
「
飢
ヱ
」
と
し
て
処
理
し
、
終
止
形
「
ウ
ウ
」
と
し
て
収
録
し
た
。

⑨�

複
合
語
の
場
合
も
一
字
ず
つ
分
解
し
て
訓
を
施
し
た
。
た
だ
し
、「
カ
ギ
リ
ナ
シ
」（「
无

限
」）
の
よ
う
に
、
一
部
の
形
容
詞
で
は
、
二
漢
字
で
一
語
と
認
定
し
た
。

⑩
熟
字
訓
は
省
い
た
。
省
い
た
例
を
左
に
挙
げ
る
。

　
　

�

商
人
（
ア
キ
ビ
ト
）・
白
沙
（
イ
サ
ゴ
）・
従
父
（
イ
ト
コ
）・
自
然
（
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
）・

祖
父
（
オ
ホ
ヂ
）・
漁
取
（
ス
ナ
ド
リ
）・
庫
蔵
（
ク
ラ
）・
今
日
（
ケ
フ
）・
以
来
（
コ

ノ
カ
タ
）・
若
干
（
ソ
コ
バ
ク
）・
手
巾
（
タ
ナ
ゴ
ヒ
）・
毎
度
（
タ
ビ
ゴ
ト
）・
年
来
（
ト

シ
ゴ
ロ
）・
外
祖
父
（
ハ
ハ
カ
タ
ノ
オ
ホ
ヂ
）・
他
所
（
ヨ
ソ
）

【
表
2.1
】
一
語
と
一
表
記
が
対
応
す
る
例
（
部
分
）
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【
表
2.2
】
一
語
と
二
表
記
が
対
応
す
る
例
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今
回
調
査
し
た
全
三
十
話
か
ら
、
訓
読
み
す
る
と
思
わ
れ
る
七
五
五
語
を
得
た
。
そ
の
う

ち
、
一
語
に
一
表
記
が
対
応
す
る
例
（【
表
2.1
】）
は
、
六
六
十
例
（
八
十
七
．四
％
（
小
数

点
第
二
位
を
四
捨
五
入
。
以
下
同
じ
。）、
一
語
に
二
表
記
が
対
応
す
る
例
（【
表
2.2
】）
は
、

八
四
例
（
約
十
一
．一
％
）、
一
語
に
三
表
記
以
上
が
対
応
す
る
例
（【
表
2.3
】）
は
、
十
一
字

（
約
一
．五
％
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
を
み
る
と
、
一
語
と
一
表
記
と
が
対
応
し

て
い
る
例
が
、
約
九
割
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
本
集
の
用
字
体
系
は
、「
一
語
に
一
表
記
が
対
応
す
る
こ
と
が
大
半
で
、

大
局
的
に
見
れ
ば
極
め
て
安
定
し
て
い
」⑺

る
と
い
え
よ
う
。

三
．
一
語
に
複
数
の
漢
字
表
記
を
と
る
語
の
特
徴

　

一
語
に
対
し
て
、
複
数
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
る
語
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
数
ご
と
に
、
品
詞
別
の
用
例
数
を
調
べ
た
。
各
品
詞
ご
と
に
、

一
語
に
対
し
て
何
種
類
の
表
記
が
あ
る
か
割
合
を
調
べ
、【
表
3.1
】
に
示
す
。（
以
下
、
空
欄

は
零
を
示
す
。）

　
【
表
3.1
】
よ
り
、
全
体
数
の
少
な
い
品
詞
も
あ
る
が
、
大
体
の
品
詞
に
お
い
て
、
一
語
に

一
表
記
が
対
応
す
る
割
合
が
、
八
割
強
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
名
詞
は
、
一
語
に

一
表
記
が
対
応
す
る
割
合
が
、
他
の
品
詞
よ
り
高
い
。

　

名
詞
は
、
事
物
の
名
を
特
定
（
＝
同
一
化
）
し
、
事
物
を
静
的
に
と
ら
え
る
性
質
を
持
つ

品
詞
で
あ
る
。
逆
に
、
異
な
る
二
つ
の
事
物
が
同
一
で
な
い
こ
と
を
表
す
た
め
に
は
、
別
語

が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
漢
字
に
よ
っ
て
多
義
を
表
す
必
要
性
が
低
く
、
一
語
に
対
し
、

複
数
表
記
に
な
り
に
く
い
の
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
一
語
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
表
記
の
数
ご
と
に
、
品
詞
別
の
用
例
数
を
調
べ
た
。【
表

3.2
】
に
示
す
。

【
表
2.3
】
一
語
と
三
表
記
以
上
が
対
応
す
る
例

【
表
3.1
】
各
品
詞
に
お
け
る
、
語
と
表
記
の
関
係
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【
表
3.2
】
よ
り
、
一
語
に
対
し
複
数
表
記
を
と
る
割
合
が
高
い
品
詞
は
、
動
詞
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

　

動
詞
は
、
事
物
の
動
作
・
作
用
・
状
態
・
存
在
な
ど
を
時
間
的
に
持
続
、
ま
た
は
変
化
し

て
い
く
も
の
と
し
て
捉
え
る
性
質
を
持
つ
語
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
類
似
す
る
動
作
な
ど
を

同
じ
語
で
表
し
、
意
味
の
違
い
を
表
す
た
め
に
、
異
な
る
表
記
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

現
代
の
表
記
に
も
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
名
詞
に
比
べ
、
多
義
的

に
な
り
や
す
い
品
詞
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
集
の
用
字
法
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
動
詞
は
【
表
3.1
】
よ
り
、
今
回
得
た
七
五
五
語
の
う
ち
、
四
七
．六
％
を
占
め
る
。

そ
の
う
ち
、
一
語
に
複
数
表
記
を
と
る
の
は
十
四
．五
％
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
動

詞
は
従
来
の
研
究
で
副
詞
や
形
容
詞
を
用
い
て
行
わ
れ
た
よ
う
な
、
体
系
だ
っ
た
用
字
法
の

検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
品
詞
で
あ
る
。

四
．
お
わ
り
に

　

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
三
点
で
あ
る
。

①
今
昔
物
語
集
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
の
約
九
割
が
、
一
語
一
表
記
で
あ
る
。

②
名
詞
は
、
一
語
に
一
表
記
を
と
る
割
合
が
高
く
、
一
語
に
複
数
表
記
を
と
る
割
合
が
低
い
。

③
複
数
表
記
を
と
る
語
は
動
詞
に
多
い
。

　

本
稿
で
の
調
査
範
囲
は
今
昔
物
語
集
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
調
査
の
範
囲
を
広

げ
、
他
の
巻
で
も
今
回
得
ら
れ
た
結
果
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
の
か
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
従
来
検
討
さ
れ
て
き
た
品
詞
や
語
は
、
本
集
全
体
の
書
記
の

中
で
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
（
例
え
ば
、
従
来
の
研
究
で
調
査
さ
れ
て
き
た
副
詞
は
全
体

の
割
合
か
ら
み
る
と
、
五
％
強
で
あ
っ
た
。）
こ
と
が
今
回
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
従
来
の
研
究
で
提
示
さ
れ
て
き
た
仮
説
が
、
書
記
体
系
全
体
を
見
渡
し
た
時
に

も
立
証
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
用
字
法
の
再
考
・
探
究
を
続
け
た
い
。

　

ま
た
、
今
回
は
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
今
昔
物
語
集
の
書
記
体
系
が
、
ど
の
よ
う
な
相
の
書

記
を
基
盤
と
し
て
い
る
か
、
古
辞
書
や
同
時
代
文
献
と
の
比
較
を
通
し
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

【
注
】

⑴　

例
え
ば
峰
岸1986

で
は
、
今
昔
物
語
集
の
副
詞
の
検
討
か
ら
、「
本
集
に
お
け
る
漢
字

使
用
の
単
調
さ
（
中
略
）
換
言
す
れ
ば
、
本
集
に
お
い
て
副
詞
の
漢
字
表
記
が
用
字
上
統

一
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
過
半
の
副
詞
に
つ
い
て
は
、
集
全
體
を
通
じ
て
た

【
表
3.2
】
一
語
に
お
け
る
表
記
の
種
類
と
品
詞
の
割
合
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だ
一
種
の
漢
字
に
よ
っ
て
そ
の
表
記
が
行
わ
れ
る
。
數
種
の
漢
字
を
使
用
す
る
場
合
も

往
々
に
存
す
る
が
、
大
半
は
二
三
種
で
あ
っ
て
、
多
種
に
及
ぶ
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ

る
。」（p.715

）
と
述
べ
る
。
今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
、
個
々
の
語
の
具
体
的
な
検
討

に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

⑵　

拙
稿
「
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
フ
」
を
表
す
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
」

（
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
学
会
『
国
語
教
育
研
究
』
第
五
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
三

月
）
本
論
文
で
は
、「
ア
フ
」
と
い
う
語
に
対
し
、
七
種
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
そ
れ
ら
の
用
字
法
を
明
ら
か
に
し
た
。

⑶　

本
稿
で
は
、
漢
字
の
音
訓
の
う
ち
、
和
訓
の
み
を
問
題
と
し
、
字
音
は
研
究
の
対
象
か

ら
外
し
た
。
そ
の
た
め
、
以
下
、
和
語
と
い
う
意
味
で
「
語
」
を
用
い
る
。

⑷　

今
昔
物
語
集
に
は
、
仮
名
で
書
か
れ
た
自
立
語
（
巻
二
で
は
「
カ
ク
テ
」
な
ど
。）
も

存
在
す
る
が
、
本
稿
の
目
的
か
ら
研
究
の
対
象
外
と
し
た
。
別
稿
で
仮
名
書
き
例
を
含
め

た
、
個
々
の
語
を
ど
の
よ
う
に
表
記
す
る
か
を
検
討
す
る
。

⑸　

峰
岸1986

で
は
、
数
種
の
漢
字
を
そ
の
表
記
に
用
い
る
語
に
つ
い
て
、「
そ
の
使
用
度

数
が
特
定
の
漢
字
に
集
中
す
る
」
こ
と
を
述
べ
る
。
即
ち
、「
語
と
そ
れ
を
表
記
す
べ
き

漢
字
と
の
關
係
が
緊
密
で
、
各
語
に
は
そ
れ
を
表
記
す
る
た
め
の
特
定
の
漢
字
が
定
着
し

て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
」
と
い
う
。
ま
た
、
訓
点
資
料
・
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
と
を
比

較
し
、「
本
集
の
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
漢
字
も
ま
た
、
日
常
常
用
の
漢
字
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
」
と
す
る
。

⑹　

小
田
・
中
村
・
古
川
「
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
の
年
代
測
定
」（
安
田
章
編1997

）
で
は
、

鈴
鹿
本
の
綴
じ
糸
の
年
代
測
定
か
ら
、
今
昔
物
語
集
原
本
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
院
政
期

に
、
鈴
鹿
本
も
ま
た
書
写
さ
れ
た
と
す
る
。

⑺　

田
中
牧
郎
「
仮
名
交
じ
り
文
３
『
今
昔
物
語
集
』」（
佐
藤
喜
代
治
編1983

）

【
引
用
参
考
文
献
】

テ
キ
ス
ト
・
影
印
・
索
引

今
野
達
校
注
『

新
日
本
古
典

文
学
大
系

33

－

37　

今
昔
物
語
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
一
月

－

一
九
九
九

年
七
月

安
田
章
編
『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集　

影
印
と
考
証
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
七
年

五
月

山
田
孝
雄
・
山
田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
校
注
『

日
本
古
典

文
学
大
系

22

－

26　

今
昔
物
語
集
』
岩

波
書
店
、
一
九
五
六
年
三
月

－

一
九
六
三
年
三
月

古
辞
書

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
『

天
理
図
書
館　
　
　

善
本
叢
書
和
書
之
部

32

－

34  

観
智
院
本
類
聚
名
義

抄　

佛
法
僧
』
八
木
書
店
、
一
九
七
六
年
九

－

十
一
月

中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
共
編
『
色
葉
字
類
抄　

研
究
並
び
に
総
合
索
引　

黒
川
本
・
影
印
篇
』

風
間
書
房
、
一
九
七
七
年
五
月

中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
共
編
『
色
葉
字
類
抄　

研
究
並
び
に
総
合
索
引　

索
引
篇
』
風
間
書
房
、

一
九
七
七
年
五
月

前
田
育
徳
会
編
『
尊
経
閣
蔵
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
勉
誠
社
、
一
九
八
四
年
五
月

正
宗
敦
夫
編
『
類
聚
名
義
抄　

第
一
巻
・
第
二
巻
』
風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
十
二
月
・

一
九
八
一
年
四
月

文
　
献

佐
藤
武
義
『
今
昔
物
語
集
の
語
彙
と
語
法
』
明
治
書
院
、
一
九
八
四
年
五
月

藤
井
俊
博
『
今
昔
物
語
集
の
表
現
形
成
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
十
月

峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
二
月

山
口
佳
紀
『
古
代
日
本
文
体
史
論
考
』
有
精
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
四
月

論
　
文

小
田
寛
貴
・
中
村
俊
夫
・
古
川
路
明
「
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
の
年
代
測
定
」（
安
田
章
編
『
鈴

鹿
本
今
昔
物
語
集　

影
印
と
考
証
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
七
年
五
月
）

高
橋
敬
一
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
漢
字
の
用
字
」（『
福
岡
女
子
短
大
紀
要
』
第
十
四
号
、

一
九
七
一
年
十
二
月
）

田
中
牧
郎
「
仮
名
交
じ
り
文
３　
『
今
昔
物
語
集
』」（
佐
藤
喜
代
治
編
『
漢
字
講
座
＝
５  

古
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
七
月
）

山
田
俊
雄
「
真
字
熱
田
本
平
家
物
語
の
漢
字
と
そ
の
用
法
の
一
側
面
（
二
）

－

主
と
し
て
巻

第
二
に
つ
い
て
の
調
査
を
通
し
て
見
た

－

」（『
成
城
文
藝
』
第
十
二
号
、
一
九
五
七
年

十
一
月
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

国
文
学
研
究
資
料
館･

日
本
古
典
文
学
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

http://base3.nijl.ac.jp/
Rcgi-bin/hon_hom

e.cgi

知
識
探
究
サ
イ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ス
・
日
本
国
語
大
辞
典http://w

w
w
.

jkn21.com
/individualsearch

（
主
任
指
導
教
員　

佐
々
木　

勇
）
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How is the Chinese Character Used, in “Konjyakumonogatarisyu （今昔物語集）”?

Emiko Toda

Abstract: “Konjyakumonogatarisyu （今昔物語集）” is the good source in the middle age in 
Japan.　This thesis makes report about how the Chinese character was used, they are in 
30th story from the first story of “Konjyakumonogatarisyu （今昔物語集）” volume 2.　The 
results of the investigation is recorded as follows: one chinese character in the single word 
is 87.4%, two chinese characters in the single word is 11.1%, more than three chinese 
characters in the single word is 1.5%.　And the noun is often one chinese character in the 
single word.　On the other hand, a lot of more than two chinese characters in the single 
word is in the verb.

　Key words: �Writing System, ‘DOUKUN-IJI (One word different characters)’, The Word in 
the middle age in Japan

　キーワード：表記体系・同訓異字語・中世語


